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広報
月

主な内容
■ウインターフェスティバル2010 …P２
■村のバランスシートを公表………P４
■この一年を振り返って……………P６

3
平成22年（2010）

No.489

「夜空を彩る真冬の花火」
　昭和村に花火を上げる会（星野高章会長）主
催のウインターフェスティバル2010が２月13
日、村総合運動公園で開催されました。
　およそ5,000発の花火が真冬の夜空を鮮やか
に彩り、会場は幻想的な光に包まれました。(関
連は２～３ページ)
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昭
和
村
に
花
火
を
上
げ
る
会

（
星
野
高
章
会
長
）
が
主
催
す
る

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
０
が
２
月
13
日
、
村
総
合
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
積
雪
の
あ
る
今
年
は
、

村
内
外
か
ら
お
よ
そ
２
、
０
０
０

人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

16
回
目
を
迎
え
る
こ
の
真
冬
の

イ
ベ
ン
ト
、
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も

た
ち
に
夢
と
思
い
出
を
」。

　

ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
や
パ
ン

作
り
体
験
、
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し

ゲ
ー
ム
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
に
、
会
場
で
は

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
い

声
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
こ
の
ほ
か
、
生
越
太

鼓
が
勇
壮
な
太
鼓
の
響
き
を
披
露

し
た
ほ
か
、
音
楽
バ
ン
ド
「
Ｙヤ
Ａ

Ｓス
Ｕ
Ｋキ
Ｉ
」
が
、
目
で
見
る
だ
け

で
な
く
歌
や
演
奏
で
も
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
に
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
メ
ー
ン
と
な
る
雪
上
花
火
が
ス

タ
ー
ト
。
お
よ
そ
５
、
０
０
０
発

の
花
火
が
40
分
間
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火

が
真
冬
の
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に

　
　

夢
と
思
い
出
を

Winter Festival
2010
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ス
リ
ル
満
点
の
ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
に
は
長
い
行
列
が
。

寒
さ
も
ど
こ
吹
く
風
で
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

勇
壮
な
太
鼓
の
響
き
が
開
会
を

告
げ
る（
生
越
太
鼓
）。

子
ど
も
た
ち
を
引
っ
張
り
、
雪
の

中
を
疾
走
す
る
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
。

会
場
に
響
き
渡
っ
た

「
Ｙヤ
Ａ
Ｓス
Ｕ
Ｋキ
Ｉ
」の
演
奏
。

会
場
で
配
ら
れ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

に
笑
顔
の
子
ど
も
た
ち
。

自
分
で
焼
い
た
パ
ン
の
味
は
格
別
。

上
手
に
焼
け
る
か
な
？

真
冬
の
夜
空
を
幻
想
的
に
彩
っ
た
雪
上
花
火
。

ずっと忘れない
　　　 真冬の思い出
子どもたちの思い出がいっぱい詰まった

イベントを紹介します。
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公表します
 昭和村のバランスシート（一般会計）

　バランスシートは、企業の財務状況（資産と債務
の状況）を表すもので、「貸借対照表」とも呼ばれます。

左側（借方）　【資産の部】として、基準日において
村で持っている建物や土地の固定資産、貸付金や基
金（積立金）、現金などの財産の合計額を載せます。

右側（貸方）　財産の元手になった資金を【負債の部】
と【純資産の部】に分けて載せます。

【負債の部】　村の借入金である地方債と長期未払金、
退職手当引当金（全職員が年度末に退職するとした
場合の退職金相当額）・賞与引当金など将来負担しな
ければならないものを載せます。

【純資産の部】　【資産の部】から【負債の部】を差
し引いた残りで、将来に負担を残さない資金分を載
せます。つまり、住民サービスを提供するために保

有している財産に対応する財源のうち、現在までの
世代が負担した部分と資産を時価評価した際の評価
差額分です。

資産の内容　
●建物、土地…役場庁舎、保育園、福祉センター、
公民館、道路、学校など

●その他の資産…出資金、貸付金、積立金、預金な
ど

使ったお金の内容　
【負債の部】…地方債（借入金）、未払金、退職手当
引当金、賞与引当金など

【純資産の部】…国・県からの補助金、公共資産等整
備一般財源、その他の一般財源、資産評価差額

　平成21年３月31日現在の昭和村一般会計の総資産
合計は、約170億７千万円で、このうち、土地、建
物や道路などの「有形固定資産」が約143億２千万円、
出資や貸付、特定目的のための基金などの「投資等」
が約８億１千万円、財政調整基金や歳計現金などの
「流動資産」が約19億４千万円となっています。
　これらの資産のうち、主として有形固定資産を取
得するために本村が負う事になった負債の残高が約
32億１千万円で、資産総額の18.8％になります。
　資産と負債の差額が「純資産」で、これは民間企
業の資本に相当します。純資産の合計は約138億６
千万円で、資産総額の81.2％になります。
　このことから、平成20年度末における本村の資産
は、18.8％の将来世代の負担となる債務と、81.2％
のこれまでの世代の負担（国や県からの補助金を含
む）により取得された事になります。

（１）　資産の部の状況　
　資産の部は、有形固定資産（建物、土地）が約
143億２千万円で、資産全体の83.9％を占め、残り
が出資金、貸付金、基金（積立金）、未収金等で約
27億５千万円となっています。
　有形固定資産を行政目的別に見ると、小中学校・
公民館・社会体育施設等の教育が33.9％と一番多く、
次いで、ほ場整備、農産物直売所等の産業振興が
25.3％、道路等の生活インフラ・国土保全が23.4％

の割合を占めております。

（２）　負債の部の状況　
　負債の部では、地方債（借入金）が固定負債と
流動負債分を合わせ約24億９千万円で負債全体の
77.7％、退職手当引当金と賞与引当金が約７億２千
万円で22.3％となっています。

（３）　純資産の部の状況　　
　純資産の部では、公共資産を形成している財源の
うち国と県からの補助金部分が約33億２千万円、一
般財源部分が約108億６千万円、その他一般財源等
がマイナスとなっているのは、翌年度以降の負担に
より使途が拘束されているということを意味します。
具体的には退職手当引当金や赤字地方債など資産形
成につながらない負債に対するものです。

○バランスシートとは

○平成20年度末バランスシートでわかること

行政目的別の有形固定資産の割合
（昭和44年から平成20年度までの状況）（単位：千円）

目的別 内　　容 資産額 比率(％)

教　　育 教育費 4,854,271 33.9

産業振興 農林水産業費、労働費、
商工費 3,619,576 25.3

生活インフラ
・国土保全　 土木費 3,346,167 23.4

総　　務 総務費 1,398,419 9.8

福　　祉 民生費 896,768 6.2

消防(警察) 消防費（警察費） 168,660 1.2

環境衛生 衛生費 37,504 0.2
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バ ラ ン ス シ ー ト
平成21年３月31日現在（単位：千円）

１． 「総務省方式改訂モデルに基づく財務書類作成要
領」を基準として作成しています。（国の指導に
より今年度から改訂モデルでの作成に移行しま
した。そのため算定項目や算定式が変更となり、
19年度と比較して数値的な開きが生じた項目が
あります。）

２． 作成の基準日は、平成21年３月31日（平成20
年度末）です。

３． 対象となる会計は昭和村の一般会計です。特別

会計や土地開発公社などは含まれません。
４． 積み上げた基礎数値は、昭和44年度から平成20
年度までの決算統計のデータによるものです。
したがって昭和43年度以前の事業費は入ってい
ません。

５． 建物の評価額は取得当時の建設費を基準とし、
国で示した耐用年数に基づいて減価償却を行い
ました。土地については取得した当時のままの
価格で評価してあります。

○バンランスシート作成の条件と留意点

[資産の部]
１　公共資産
　⑴有形固定資産
　　① 生活インフラ・国土保全 3,346,167
　　②教育 4,854,271
　　③福祉 896,768
　　④環境衛生 37,504
　　⑤産業振興 3,619,576
　　⑥消防 168,660
　　⑦総務 1,398,419
　　有形固定資産計 14,321,365
　⑵売却可能資産 0
　公共資産合計 14,321,365
２　投資等
　⑴投資及び出資金
　　①投資及び出資金 116,517
　　②投資損失引当金 0
　　投資及び出資金計 116,517
　⑵貸付金 700
　⑶基金等
　　①退職手当目的基金 0
　　②その他特定目的基金 501,090
　　③土地開発基金 103,182
　　④その他定額運用基金 0
　　⑤退職手当組合積立金 71,501
　　基金等計 675,773
　⑷長期延滞債権 19,669
　⑸回収不能見込額 0
　投資等合計 812,659
３　流動資産
　⑴現金預金
　　①財政調整基金 1,530,354
　　②減債基金 153,414
　　③歳計現金 245,398
　　現金預金計 1,929,166
　⑵未収金
　　①地方税 11,229
　　②その他 543
　　③回収不能見込額 △2,201
　　未収金計 9,571
　流動資産合計 1,938,737
資　　産　　合　　計 17,072,761

[負債の部]
１　固定負債
　⑴地方債 2,234,956
　⑵長期未払金
　　①物件の購入等 0
　　②債務保証又は損失補償 0
　　③その他 0
　　長期未払金計 0
　⑶退職手当引当金 674,624
　⑷損失補償等引当金 0
　固定負債合計 2,909,580
２　流動負債
　(1)翌年度償還予定地方債 256,820
　(2)短期借入金（翌年度繰上充用金） 0
　(3)未払金 0
　(4)翌年度支払予定退職手当 0
　(5)賞与引当金 42,116
　流動負債合計 298,936
負　　債　　合　　計 3,208,516

[純資産の部]
１　公共資産等整備国県補助金等 3,318,098
２　公共資産等整備一般財源等 10,862,686
３　その他一般財源等 △316,539
４　資産評価差額 0
純　資　産　合　計 13,864,245

負 債 ・純 資 産 合 計 17,072,761

総資産は171億円総資産は171億円
村民一人あたりに換算すると

※ 資　　産 ２,２０１千円
※ 負　　債 ４１４千円
※ 純 資 産 １,７８７千円

※ 村民１人あたりの金額は、バランスシートの金額を基準日
（平成21年３月31日）の人口7,757人で割ったものです。
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横
浜
市
・
昭
和
村

横
浜
市
・
昭
和
村

　
　

人
事
交
流
元
年

　
　

人
事
交
流
元
年

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

昭
和
村
の
印
象

　

配
属
初
日
の
朝
、
始
業
時
刻
ま

で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
役
場
の

前
か
ら
県
道
を
貝
野
瀬
方
面
に
車

を
走
ら
せ
る
と
、
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
の
は
立
派
な
養
蚕
農
家

の
数
々
。「
畑
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
け
ど
、
雰
囲
気
の
あ
る
街

並
み
だ
な
あ
」
と
い
う
の
が
昭
和

村
の
第
一
印
象
で
し
た
。

　

夏
の
緑
一
面
敷
き
詰
め
ら
れ
た

広
大
な
畑
は
、
横
浜
で
は
絶
対
に

味
わ
え
な
い
開
放
感
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
紅
葉
の
時

期
を
過
ぎ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
空
気

が
澄
ん
で
く
る
と
、
う
っ
す
ら
と

雪
化
粧
を
し
た
谷
川
連
峰
の
輪
郭

が
く
っ
き
り
と
見
え
始
め
、
四
季

を
通
じ
て
風
光
明め
い

媚び

な
景
観
が
広

が
る
、
ま
さ
に
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
の
一
員
に
ふ
さ
わ

し
い
村
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
景
観
以
上
に
感
動
し
た

の
が
、美
味
し
い
食
べ
物
の
数
々
。

新
鮮
な
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、
生
芋

か
ら
作
っ
た
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の

加
工
品
、
お
肉
は
鹿し
か

・
猪
い
の
し
し・
熊く
ま

ま

で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
最
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
り
ん
ご

の
「
ぐ
ん
ま
名
月
」
で
す
。
横
浜

で
は
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
を
目
当
て
に
秋
に

は
昭
和
村
に
帰
っ
て
く
る
機
会
が

増
え
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
、
素
晴

ら
し
い
風
景
の
中
で
、
素
晴
ら
し

い
作
物
を
育
て
て
い
る
農
家
の

方
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
て
、
ま
さ
に
〝
や
さ
い
王

国
〞
の
名
に
恥
じ
な
い
「
活
力
み

な
ぎ
る
元
気
な
農
業
の
村
」
と
い

う
の
が
、
一
年
を
経
過
し
た
現
在

で
の
昭
和
村
の
印
象
で
す
。

横
浜
市
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

横
浜
市
の
職
員
と
し
て
と
に
か

く
嬉
し
か
っ
た
の
は
、「
昭
和
村
の

皆
さ
ん
が
〝
ヨ
コ
ハ
マ
〞
に
対
し

て
並
々
な
ら
ぬ
親
近
感
を
抱
い
て

く
れ
て
い
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

１
５
０
）の
会
場
で
、
レ
タ
ス
部

会
の
方
々
と
朝
採
り
レ
タ
ス
の
即

売
を
行
っ
た
こ
と
は
、
今
回
の
人

事
交
流
の
中
で
一
番
の
思
い
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
横
浜
市

に
お
い
て
交
流
の
あ
る
山
村
と
い

え
ば
、
約
２
、
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
源
涵か

ん

養よ
う

林
を
持
ち
、
国
内

で
唯
一
正
式
に
友
好
協
定
を
締
結

し
て
い
る
山
梨
県
の
道ど
う
し志
村
が
圧

倒
的
に
有
名
で
す
。
今
後
、
人
事

交
流
第
１
号
で
あ
る
私
の
横
浜
市

で
の
使
命
と
し
て
、
道
志
村
に
負

け
な
い
知
名
度
を
持
つ
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
や
さ
い
王
国

昭
和
村
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
温
か

く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
昭
和

村
民
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
て
、
こ
の
一
年
間
を
締
め

く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
４
月

に
は
ま
た
新
し
く
横
浜
か
ら
私
の

後
任
が
着
任
し
ま
す
が
、
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
横
浜
市
少
年
自
然
の
家
赤

城
林
間
学
園
」を
軸
と
し
て
、

青
少
年
を
中
心
と
し
た
交
流

が
活
発
に
行
わ
れ
、
昭
和
の

秋
ま
つ
り
で
の
ミ
ニ
中
華
街

な
ど
、
横
浜
市
と
の
深
い
つ

な
が
り
を
随
所
に
垣
間
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
６
月

に
横
浜
開
港
１
５
０
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト（
開
国
博
Ｙ
＋

TopicsTopics　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
横
浜
市
役
所
と
昭
和
村
役
場
の

　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
横
浜
市
役
所
と
昭
和
村
役
場
の

職
員
人
事
交
流
。
そ
の
第
１
号
と
し
て
、
横
浜
市
よ
り
後
藤
與
四

職
員
人
事
交
流
。
そ
の
第
１
号
と
し
て
、
横
浜
市
よ
り
後
藤
與
四

也
主
任
が
昭
和
村
役
場
企
画
課
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

也
主
任
が
昭
和
村
役
場
企
画
課
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
昭
和
村
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
、
本

　
「
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
昭
和
村
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
、
本

当
に
貴
重
で
大
変
意
義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
後
藤

当
に
貴
重
で
大
変
意
義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
後
藤

主
任
に
、
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
任
に
、
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 横浜市より職員人事交流第１号とし

て企画課地域振興係に赴任した後
ご

藤
とう

與
よ

四
し

也
や

主任。

新横浜パフォーマンスで昭和村の農産物をPR

（10月17日　日産スタジアムにて）

（表）昭和村と横浜市の比較
(平成21年４月１日現在)

昭和村 項目 横浜市

7,751人
人口

（１：472）
3,659,010人

64.17㎞
面積

（１：７）
434.98㎞

92人
職員数

（１：278）
25,597人
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お 知 ら せ

〜
群
馬
県
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
て
〜

農
産
物
収
穫
体
験
の

 

協
力
者
を
募
集
し
ま
す

　

平
成

　

平
成
2323
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
か
月
間
、
Ｊ
Ｒ
各
社
や
県
、
県
内
市
町
村
な

年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
か
月
間
、
Ｊ
Ｒ
各
社
や
県
、
県
内
市
町
村
な

ど
が
連
携
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、「
群
馬
県
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ど
が
連
携
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、「
群
馬
県
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」（
Ｄ
Ｃ
）が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
駆
け
今
年
７
月
か
ら
９

ン
ペ
ー
ン
」（
Ｄ
Ｃ
）が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
駆
け
今
年
７
月
か
ら
９

月
ま
で
の
３
か
月
間
、
プ
レ
Ｄ
Ｃ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

月
ま
で
の
３
か
月
間
、
プ
レ
Ｄ
Ｃ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

小
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
活
用
し
、
放
課
後
子
ど
も
た
ち
と
共

　

小
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
活
用
し
、
放
課
後
子
ど
も
た
ち
と
共

に
さ
ま
ざ
ま
活
動
を
行
う
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」。
こ
の
「
放
課

に
さ
ま
ざ
ま
活
動
を
行
う
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」。
こ
の
「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」
を
運
営
す
る
安
全
管
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

後
子
ど
も
教
室
」
を
運
営
す
る
安
全
管
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
Ｄ
Ｃ
に
向
け
村
で
は
、
農

産
物
の
収
穫
体
験
を
観
光
プ
ラ
ン

の
大
き
な
柱
の
１
つ
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
内
で
農
業
に
携
わ

る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
収
穫
体
験

な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

　

野
菜
王
国
昭
和
村
の
安
心
安
全

な
野
菜
や
果
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

収
穫
体
験
を
通
し
て
よ
り
多
く
の

方
々
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
内
容　

収
穫
体
験
用
の
野
菜

（
畑
）の
提
供

■
品
目　

レ
タ
ス
・
ほ
う
れ
ん

草
・
小
松
菜
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

■
規
模　

１
サ
ク
〜
３
サ
ク
程
度

（
バ
ス
１
台　

40
人
程
度
）

■
期
間　

①
プ
レ
Ｄ
Ｃ
：
平
成
22

年
６
月
下
旬
〜
10
月
上
旬
、
②
Ｄ

Ｃ
：
平
成
23
年
６
月
下
旬
〜
10
月

上
旬

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

地
域

振
興
係　

☎
２
４

－

５
１
１
１

（
内
線
31
・
32
）、
ま
た
は
昭
和
村

商
工
会　

☎
２
５

－

３
９
３
０

■
費
用　

有
償（
※
時
価
な

ど
相
談
に
応
じ
ま
す
）

■
そ
の
他　

基
本
的
に
野
菜

（
畑
）の
提
供
の
み
で
、
観
光

客
の
対
応
は
事
務
局
が
行
い

ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に
出

荷
で
き
ず
処
分
し
て
し
ま
う

野
菜（
畑
）な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
都
度
ご
連
絡
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

村
内
で
は
、東
小
・
南
小
・

大
河
原
小
の
３
校
で
そ
れ
ぞ

れ
、「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
こ
の
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
を
運
営
す
る

安
全
管
理
員
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。

　

特
に
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
毎
週
参
加
で

き
な
く
て
も
、
参
加
で
き
る

と
き
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

遊
ん
で
、
楽
し
く
交
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

地
域
と
家
庭
と
学
校
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
昭
和
村

の
子
ど
も
を
育
て
ま
し
ょ

う
。

■
実
施
期
間　

平
成
22
年
５

月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で
、

週
１
回
程
度
（
※
夏
休
み
な

ど
の
長
期
休
業
中
、
祝
祭
日

は
除
く
）

■
場
所　

東
・
南
・
大
河
原

の
各
小
学
校

■
実
施
時
間　

３
校
と
も　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
謝
礼　

参
加
に
応
じ
て
謝

礼
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

■
保
険　

普
通
傷
害
、
損
害

賠
償
責
任
保
険
に
主
催
者
負

担
で
加
入
予
定

■
申
し
込
み　

教
育
委
員
会

ま
で
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員

会
事
務
局　

☎
２
４

－

５
１

２
０　

℻  
２
４

－

５
２
１

３　

メ
ー
ルkyo

iku
@
vill.

sh
o
w
a.gu

n
m
a.jp

ディスティネーションキャンペーンとは…
　地域（県や市町村・県民・企業など）とＪＲ６社の

連携により、対象エリア（デスティネーション：目的

地、行き先という意味）の観光資源を掘り起こし、Ｊ

Ｒ６社の宣伝媒体を活用した集中的な宣伝を日本全

国で展開し、全国から誘客を図ることを目的とした

国内最大規模の大型観光キャンペーンです。

放課後子ども教室の 放課後子ども教室の 安全管理員を募集します安全管理員を募集します

昨年行われた観光ツアーの収穫体験昨年行われた観光ツアーの収穫体験
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そ
び
え
立
つ
巨
大
ソ
ー
ラ
ー
バ
ル
ー
ン

　

大
河
原
小
学
校
で
は
、
２
月
20
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

行
事
「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
は
、
全
校
児
童
と

そ
の
保
護
者
が
、
共
同
作
業
を
と
お
し
て
親
子

で
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
。

　

今
年
は
、
親
子
で
浮
羽
ウ
イ
ン
グ
や
フ
ラ
イ

ン
グ
リ
ン
グ
、
ボ
ー
ル
紙
で
作
っ
た
巨
大
な
紙

ヒ
コ
ー
キ
作
り
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
巨
大
紙
ヒ
コ
ー
キ
は
午
後
、
校
舎

３
階
か
ら
テ
イ
ク
オ
フ
。
飛
び
立
つ
ヒ
コ
ー
キ

に
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
生
と
高
学
年
の
児
童
が
作
っ
た
。

太
陽
熱
で
浮
く
気
球
「
ソ
ー
ラ
ー
バ
ル
ー
ン
」

が
登
場
す
る
と
、
児
童
ら
は
大
興
奮
。
長
さ
40

メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
ソ
ー
ラ
ー
バ
ル
ー
ン
が
太

陽
の
熱
で
み
る
み
る
膨
れ
上
が
る
姿
を
、
か
た

ず
を
飲
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

太陽の光を浴びてみるみる膨れ上がるソーラーバルーン

大
使
招
き
村
の
観
光
考
え
る

　

村
づ
く
り
協
力
委
員
会
（
吉
野
茂
美
会
長
）

で
は
２
月
５
日
、
村
を
見
つ
め
直
し
、
観
光
を
考

え
る
こ
と
を
目
的
に
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昭
和
の
森
山
荘
で
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、

同
会
委
員
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

会
員
や
商
工
会
職
員
な
ど
20
人
が
参
加
。
村
ふ

る
さ
と
大
使
の
佐
藤
直
紀
さ
ん
（
高
崎
市
）
を

講
師
に
招
き
、「
映
像
か
ら
見
る
昭
和
村
の
可
能

性
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
訪
れ
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の

感
謝
と
お
も
て
な
し
の
心
が
大
切
」
と
語
り
、

他
市
町
村
の
取
り
組
み
な
ど
を
、
映
像
を
交
え

て
紹
介
。
村
の
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
養
蚕
農
家
の
家
並
み
な
ど
村
に
残
る

良
質
な
景
観
に
触
れ
、「
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
の
風
景
で
も
、こ
れ
ら
は
村
の
誇
れ
る
資
源
」

と
参
加
者
に
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

講演に聞き入る村づくり協力委員

　

村
で
は
農
作
物
の
鳥
獣
被
害

対
策
と
し
て
１
月
17
日
、
２
月

11
日
の
両
日
、
村
猟
友
会
（
加

藤
年
之
会
長
）
の
会
員
39
人
が

参
加
し
て
、
カ
モ
シ
カ
の
頭
数

調
整
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
カ
モ
シ
カ
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
年
々
深
刻
化
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
カ
モ
シ
カ

保
護
管
理
計
画
を
策
定
。
文
化

庁
よ
り
許
可
を
受
け
、
今
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
三
年

間
、
村
内
全
域
を
対
象
に
20
頭

の
頭
数
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
頭
数
調
整
で
は
７
頭

の
カ
モ
シ
カ
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

カ
モ
シ
カ
の

 

頭
数
調
整
を
実
施頭数調整を実施した村猟友会の皆さん

ふるさと大使の佐藤さんが映像を交えて講演

親子で楽しく工作

巨大紙ヒコーキを飛ばす練習

２
月
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第
45
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
係
る
総
務
大
臣
表
彰
伝
達
式

が
２
月
17
日
、
県
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
の
山
口
義
一
さ
ん
（
永
井
下
）

に
総
務
大
臣
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
21
年
８
月
30
日

に
行
わ
れ
た
第
45
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
お
い
て
、
山
口
さ

ん
が
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
と
し
て
選
挙
事
務
の
執
行
管

理
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

山
口
さ
ん
は
平
成
17
年
１
月

14
日
よ
り
同
委
員
と
し
て
、
ま

た
平
成
21
年
１
月
14
日
か
ら
は

同
委
員
長
と
し
て
、
現
在
も
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
口
義
一
さ
ん
が

 

総
務
大
臣
表
彰総務大臣表彰が贈られた山口さん

パ
ン
チ
佐
藤
さ
ん
体
験
交
え
楽
し
く
講
演

　

第
16
回
生
涯
学
習
大
会
が
２
月
20
日
、
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
生
涯
学
習
発
表
で
は
、
東
小
子
ど

も
教
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
加
藤
悠
子
さ
ん

（
常
木
）
が
活
動
事
例
を
発
表
。

　

第
２
部
の
人
権
講
演
で
は
、
タ
レ
ン
ト
の
パ

ン
チ
佐
藤
さ
ん
が
、「
人
生　

山
あ
り
谷
あ
り
笑

い
あ
り
」
と
題
し
て
、
お
よ
そ
１
時
間
半
に
わ

た
り
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ン
チ
佐
藤
さ
ん
は
「
野
球
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
今
の
自
分
が
あ
る
」
と
、
野
球
を
と
お

し
て
学
ん
だ
こ
と
や
少
年
時
代
か
ら
の
苦
労
話
、

プ
ロ
野
球
の
選
手
時
代
や
旅
番
組
で
の
裏
話
な

ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講
演
。

　

会
場
に
は
、
参
加
し
た
お
よ
そ
250
人
の
笑
い

声
と
拍
手
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

身ぶりを交え熱く語るパンチ佐藤さん

観
劇
を
楽
し
み
、
と
っ
て
も
感
激
!!

　

子
ど
も
た
ち
に
優
良
な
児
童
劇
を
鑑
賞
す
る

機
会
を
提
供
し
、
豊
か
な
情
操
を
育
ん
で
も
ら

お
う
と
、
第
一
・
子
育
両
保
育
園
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
２
月
27
日
、
村
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
で
人
形
劇
な
ど
の
鑑
賞
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館
の

実
施
し
て
い
る
「
移
動
児
童
館
・
鑑
賞
事
業
」

に
応
募
し
実
現
し
た
も
の
で
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
母
子
や
兄
弟
な
ど
45
人
が

参
加
。
観
劇
や
工
作
、
手
話
歌
な
ど
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

鑑
賞
会
で
は
、
劇
団
「
ア
ク
ト
☆
や
ま
と

姫
」
が
人
形
劇
「
三
匹
の
こ
ぶ
た
」
や
劇
「
大

き
な
い
も
」
を
上
演
。「
大
き
な
い
も
」
で
は
、

太
田
市
尾
島
町
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
同
劇

団
が
、「
大
き
な
か
ぶ
」
な
ら
ぬ
同
町
の
特
産
品

「
大
き
な
や
ま
と
い
も
」
を
、
ウ
サ
ギ
や
サ
ル

な
ど
の
動
物
の
お
面
を
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
引
き
抜
き
ま
し
た
。

子どもたちも参加した劇「大きないも」

楽しい工作にチャレンジ

会場は笑い声と拍手が鳴り響いた

生涯学習発表を行う加藤さん



私の男
桜庭一樹　著
文藝春秋

折り紙夢WORLD
（花と動物編）
川崎敏和　著
朝日出版社

　えっ、これが折り紙？
折る過程も楽しい不思議
な折り紙を紹介。50 工
程を経てできあがるロー
ズは本物そっくり ! 世界
の川崎ORIGAMI を体験
してください。

私の男
桜庭一樹　著
文藝春秋

マジック・ツリーハウス（10）
メアリー・ポープ・オズボーン著

食野雅子＝訳
メディアファクトリー

マジック・ツリーハウス（10）
メアリー・ポープ・オズボーン著

食野雅子＝訳
メディアファクトリー

「
色
々
な
仕
事
を
二
人
で
経
験
」

　
「
本
当
に
色
々
な
仕
事
を

二
人
で
経
験
し
た
」
と
言
う

の
は
、
高
橋
茂
吉
さ
ん
、
い

と
さ
ん
ご
夫
妻
。

　

農
業
を
営
ん
で
い
た
お
二

人
は
、
夜
に
な
る
と
荷
を

市
場
へ
運
送
す
る
仕
事
も
。

「
二
人
で
行
っ
た
り
、
子
ど

も
を
連
れ
て
行
っ
た
り
。
帰

り
道
で
の
東
京
見
物
が
楽
し

み
で
し
た
」
と
吉
さ
ん
。

　

他
に
も
、
会
社
に
直
談
判

し
、
工
事
現
場
に
飛
び
込
ん

だ
り
、
便
利
屋
と
し
て
様
々

な
仕
事
を
さ
れ
た
り
し
て
き

た
お
二
人
。
い
と
さ
ん
は
、

建
設
に
か
か
わ
っ
た
渋
川
市

の
幼
稚
園
で
子
ど
も
た
ち
が

遊
ん
で
い
る
所
を
見
か
け

「
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　

そ
の
後
、
吉
さ
ん
は
道
路

公
団
に
入
社
。
昭
和
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
も
勤
務
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
の
趣
味
は

旅
行
。
最
近
の
楽
し
み
は
、

行
き
先
を
事
前
に
知
ら
せ
な

い
観
光
ツ
ア
ー
。
吉
さ
ん
い

わ
く
「
ど
こ
に
行
く
か
想
像

を
ふ
く
ら
ま
す
の
も
、
楽
し

み
の
ひ
と
つ
」
だ
そ
う
で
、

５
月
に
も
ツ
ア
ー
に
参
加
予

定
で
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
に
、
円
満

の
秘
訣
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
真
剣
な
と
き
は
お
互
い
言

い
合
い
も
本
気
に
な
る
。
押

し
た
り
押
さ
れ
た
り
、
ぶ
っ

つ
い
た
り
し
て
仲
良
く
な
る

も
の
」と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

「
大
き
な
ケ
ガ
や
病
気
も
な

く
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
て
本

当
に
幸
せ
」
と
50
年
を
振
り

返
る
お
二
人
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
お
幸
せ
に
。髙

たか

　橋
はし

　茂
しげ

　吉
きち

さん（72歳）
・入原上

　　　　い　とさん（74歳)
　　（昭和33年３月18日入籍）

　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線３２）

今 月 の
イチオシ
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

無理
奥田 英朗 (著)
文藝春秋

ますだくんと
まいごのみほちゃん
武田 美穂 (著)
ポプラ社

Ⅰ型自分の説明書
Jamais Jamais (著)

文芸社

ゴールデンスランバー
伊坂 幸太郎 (著)

新潮社

　俺はどうなってしまった？
　一体何が起こっている？
　首相暗殺の濡れ衣を着せ
られた男は、国家的陰謀か
ら逃げ切れるのか。精密に
絡み合う伏線、構築度の高
い物語世界。映画化で話題
の作品。

「
二
人
で
働
け
る
こ
と
が
幸
せ
」

忙しいパパのための
子育てハッピーアドバイス

明橋 大二 (著)
1万年堂出版

　
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
っ
た
50
年
」。
そ
う
振
り

返
る
の
は
諸
田
優
さ
ん
・
ま

つ
さ
ん
ご
夫
妻
。

　

農
業
を
営
ん
で
こ
ら
れ
た

お
二
人
は
現
在
も
、
ト
マ
ト

や
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の
栽
培

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
長
年
栽
培
を
続
け
て

い
る
ト
マ
ト
は
「
お
い
し
い

も
の
を
作
る
た
め
、
毎
年
試

行
錯
誤
し
て
い
る
」
と
優
さ

ん
。
誰
よ
り
も
早
く
出
荷
す

る
た
め
、
早
い
時
期
か
ら
苗

を
起
こ
し
、
６
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
、
長
期
に
わ
た
っ

て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

愛
情
を
注
い
で
育
て
た
ト

マ
ト
は
組
合
を
通
じ
市
場
に

出
荷
し
て
い
る
ほ
か
、
村
内

の
農
産
物
直
売
所
に
も
出
荷

し
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
へ
は
昨
年
か
ら
出

荷
す
る
よ
う
に
な
り
、「
出
荷

し
た
〝
り
ん
か
〞（
ト
マ
ト

の
品
種
）
が
お
客
さ
ん
に
好

評
で
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
の
ま
つ
さ
ん
。

優
さ
ん
は
「
直
接
お
客
さ
ん

の
声
が
聞
け
た
り
、
そ
の
日

の
売
り
上
げ
状
況
が
す
ぐ
に

わ
か
っ
た
り
、
仕
事
の
楽
し

み
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
」
と

い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
の
円
満
の

秘
け
つ
は
「
我
慢
し
、
理
解

し
合
い
、
仕
事
に
熱
中
す
る

こ
と
」。

　
「
今
で
も
こ
う
し
て
、
二

人
で
働
け
る
こ
と
が
幸
せ
」

と
話
す
お
二
人
。

　

今
後
は
「
か
わ
い
い
孫
の

た
め
に
も
、
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
二
人
で
仕
事
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

諸
もろ

　田
た

　　優
まさる

　さん（75歳）
 ・入原下
　　　　ま　つさん（74歳）
（昭和35年２月17日入籍）
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次回登場者紹介

春の陽を浴びて花開く梅

（３月８日　森下）

感　
　

謝

　
　

今
思
う
こ
と
は
、
こ
こ
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

　

自
分
は
、
も
し
か
し
た
ら
東
京
で
生
ま
れ
、
育
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
。

　

そ
う
な
れ
ば
も
ち
ろ
ん
昭
和
村
で
出
会
っ
た
友
達
と
は
出
会
っ

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
今
の
仕
事
に
も
就
い
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
最
高
の
仲
間
た
ち
が

大
好
き
で
す
。

　

く
だ
ら
な
い
こ
と
で
ケ
ン
カ
も
す
る
け
ど
、
何
か
あ
れ
ば
駆
け

付
け
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
仲
間
た
ち
が
大
好
き
で
す
。

　

み
ん
な
が
ず
っ
と
笑
顔
で
い
ら
れ
れ
ば
自
分
は
幸
せ
で
す
。

　

そ
ん
な
み
ん
な
の
笑
顔
に
と
て
も
助
け
ら
れ
て
い
る
よ
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
。

　

そ
し
て
、
最
高
の
仲
間
に
出
会
え
た
昭
和
村
に
感
謝
し
て
い
ま

す
・
・
・
。

　

あ
り
が
と
う
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
竹た
け

之の

内う
ち　

陽よ
う

平へ
い

さ
ん
（
22
歳
・
根
岸
）
で
す
。

　保育園からの同級生で、今でもよく遊ぶフットサル

仲間。今は沼田の木材加工会社に勤めています。

　独特の感性の持ち主でとってもおもしろい人。

　またみんなに、楽しい笑いを提供して。

齋
さい

藤
とう

　侑
ゆう

平
へい

さん

（22歳・鎌沢）

成
人
式

　

毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
良
い
記
事
お

ま
ち
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
号
の
成
人
式
の
青
春

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
糸
井
地
区
だ
け

で
久
呂
保
地
区
に
い
な
か
っ
た

の
が
残
念
で
し
た
。

 

（
Ｈ
・
Ｈ
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
華
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
行
わ
れ
た
成
人
式
。
毎
年
読

み
上
げ
ら
れ
る
青
春
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
新
成
人
の
等
身
大
の
言

葉
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
表

す
る
の
は
中
学
校
在
学
当
時
に

生
徒
役
員
だ
っ
た
方
な
ど
が

行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

広
報
統
計
係

ウ
イ
ン
タ
ーフ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

今
年
の
花
火
も
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
で
も
少
し
雲
が

多
か
っ
た
の
で
残
念
で
し
た
。

 

（
Ｈ
・
Ｎ
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
の
花
火
も
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
ね
。
毎
年
ベ
ス

ト
な
条
件
…
。
と
は
い
か
な
い

も
の
。天
候
も
含
め
、毎
年
違
っ

た
雰
囲
気
で
花
火
を
楽
し
む
こ

と
で
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い

出
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

 
広
報
統
計
係

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す

　

毎
月
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
。

 

（
Ｋ
・
Ｍ
）

　

学
校
の
こ
と
が
の
っ
て
い
て
、

毎
回
た
の
し
く
み
て
い
ま
す
。

 

（
Ｍ
・
Ｎ
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
て
い

た
だ
く
お
手
紙
が
、「
広
報
し
ょ

う
わ
」
の
原
動
力
で
す
。
ど
ん

な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
感
想
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

広
報
統
計
係
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　貝野瀬農業構造改善センターで２月17日、らくらく筋トレ
体操上級の認定式が行われました。
　上級の認定を受けたのは貝野瀬地区のらくらく筋トレ体操に
参加している22人。認定式では加藤村長より一人一人に認定
証が手渡されました。
　また、認定式後にはお茶飲み会が行われ、手づくりのおやき
などを食べながら楽しいひとときを過ごしました。
　同地区では現在、毎週水曜日午後１時30分から、24人が元
気に筋トレ体操を行っています。

貝野瀬地区22人が筋トレ上級認定に

らくらく筋トレ体操に取り組んでいる貝野瀬地区のみなさん

　若妻会連合会（新井春美会長）では２月16日、第15回若
妻会インディアカ大会を開催しました。
　毎年恒例のこの大会、今年は村内各若妻会から12チームお
よそ60人が参加。社会体育館で行われた大会では、４面の
コートで試合が行われ、赤い羽根のついた独特の形をしたイ
ンディアカボールを相手コートに打ち合い、さわやかな汗を
流しました。
　大会は４ブロックに分かれ総当り戦を行いました。

インディアカでさわやかな汗

インディアカを楽しむ若妻会員のみなさん

　村公民館が主催する「はじめてのフラダンス教室」

が昨年12月14日から今年２月８日にかけて、公民館

多目的ホールで行われました。

　みなかみ町の関和子さんを講師に招き、村内在住在

勤の30人が教室に参加。フラダンスのベーシックス

テップやフラハンドモーションと呼ばれる手の振り付

けなどを練習しました。

　最終日の２月８日、参加者は関先生の指導を受けな

がら「フキラウ・ソング」の歌に合わせてステップや

ハンドモーションを確認。

　最後は全員が１曲をとおして踊り、笑顔でフラダン

スを楽しんでいました。

　このフラダンス教室は昨年度初めて実施したところ、

定員を大きく上回る応募があり人気だったことから、

今年度も同様に実施したものです。

　昨年度の教室終了後から、自主サークルが立ち上が

るなど、広がりを見せています。

笑顔で楽しくフラダンス

ダンスを指導した関和子先生

先生のお手本を見ながらステップとハンドモーションの練習

みんな笑顔でフラダンス
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　村内三保育園では節分の２月３日、豆まきを行いまいた。
　第一保育園では園児たちがホールに集まり、節分の紙芝居を
見たり、自分の年を数えながら美味しそうに豆を食べたりしま
した。
　そこへ、突然赤鬼が出現。怖い赤鬼を退治しようと真剣な園
児や泣き出してしまう園児たち。
　ホールには「おにはぁーそとっ！　ふくはぁーうちっ！」と、
園児たちの大きな声が響き渡り、豆の集中砲火を浴びた赤鬼は
たまらず退散していきました。

豆まきでオニ退治!?

突然現れた赤鬼にホールは騒然（第一保育園）

　村子ども会育成会連合会（林巳智治会長）では２月
14日、村社会体育館で第34回子ども会卓球大会を開
催しました。
　大会には各地区の子ども会から32チームが参加。
会場となった社会体育館には一面に卓球台が並べられ、
それぞれの卓上で熱戦が繰り広げられました。
　大接戦となった優勝決定戦では、三組Aと森下上組
が一歩も譲らず白熱した展開に。両地区の応援団がか
たずをのんで見守るなか、三組Aが競り勝ち見事大会
４連覇を成し遂げました。
　～大会結果～
優勝：三組A、準優勝：森下上組、第三位：三組B・
中野A

子どもたちが卓上で熱戦

32チームが熱戦を繰り広げた第34回子ども会卓球大会

優勝杯と一面に並べられた卓球台 真剣なまなざしで白球を追う 大接戦となった三組Aと森下上組の優勝決定戦
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　昭和村囲碁会(⻆田勝美会長)では２月28日、第２回昭和村
囲碁大会を公民館和室で開催しました。
　同囲碁会のメンバーら22人が参加した大会では、参加者が
囲碁の実力に合わせ１組から４組のクラスに分かれ、総当たり
で対局。その勝率によってそれぞれの組で優勝が競われ、熱い
頭脳戦が繰り広げられました。
　会場となった公民館の和室には、ずらりと碁盤が並べられ、
向かい合った参加者が、ときに静かに、ときに談笑しながら対
局を楽しんでいました。

先を読む一手の頭脳戦楽しむ

囲碁通が集まり腕前を競った第２回昭和村囲碁大会

みんな大好き読み聞かせ 上手なお医者さん
 のかかり方伝授
　利根沼田保健福祉事務所などが
主催する小児保護者講演会が２月
19日、子育て支援センターを利用
する母親などを対象に、第一保育
園で開催されました。
　講師に国立病院機構沼田病院小
児科医長の高橋比路美先生を迎
え、「子どものホームケアと上手な
お医者さんのかかり方」と題した
講演が行われました。
　講演の中で高橋先生は、特に受
診件数の多い小児の急な発熱につ
いて、「過剰に心配しないで、まず
は良く観察して」と話し、「発熱が
40度を超える場合には速やかに医
者に相談を」と参加した母親らに
呼びかけました。

高橋先生の話にメモを取る母親

　２月中、村内各保育園では絵本などの読み聞かせが行われました。

　子育保育園では２月12日、読み聞かせの会（千明立子代表）が園

児たちや子育て支援センターの母子らに読み聞かせを行いました。

　年長組では千明さんが「赤ずきんちゃん」を朗読。人形を使った、

まるで紙芝居のような読み聞かせに、園児たちは夢中で話に聞き入っ

ていました。

　同会では年に一回、読み聞かせを実施しており、絵本だけでなく

さまざまな趣向を凝らした読み聞かせで、子どもたちも毎回楽しみ

にしています。

　第二保育園では２月23日、絵本の読み聞かせを実施。加藤悠子さ

ん（常木）が保育園を訪れ、それぞれの組の園児たちに合わせた絵

本を朗読。園児たちは、加藤さんのお話に夢中になって聞き入って

いました。

　加藤さんはこのほか第一保育園をはじめ、東・南・大河原小学校

の各学童クラブで、同様に読み聞かせを実施しています。

千明さんの趣向を凝らした読み聞か
せ（子育保育園）

加藤さんの読み聞かせに夢中の園児
たち（第二保育園）
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　村体育協会主催の第32回スキー教室およびスキー大会が２
月６日、片品村かたしな高原スキー場で行われました。
　当日は、雪の舞うあいにくの天気となってしまいましたが、
教室に参加した44人の子どもたちは、元気にレッスンを受け、
パウダースノーでの滑走を楽しみました。
　また、午後にはスキー大会が行われ、子どもたちがレッスン
の成果を披露。
　それぞれ目標タイムを設定し、どれだけそのタイム通りに
コースを滑れるかを競いました。

雪舞うゲレンデで滑走

スキー教室に参加した子どもたち

上手におもちが
 つけるかな？

　子育保育園では２月26日、ひな
まつりのおもちつきを実施し、園
児たちがつきたてのもちを味わい
ました。
　きな粉や黒ゴマをまぶしたもち
に園児たちは「おいしい」と大喜
び。なかにはいくつもおかわりす
る園児も。
　おなかいっぱい味わった後はも
ちつきに挑戦。外山弘樹保護者会
長、星野孝明同副会長らの手を借
りながら、元気いっぱいもちつき
を楽しみました。
　同園では、ホールに飾るおひな
さまにお供えするおもちをつくた
め、保護者会の協力を得て、毎年
もちつきを実施しています。

雲昌寺で伝統の団子投げ
　雲昌寺(中村真一住職)では仏教の祖・釈

しゃ

迦
か

が入滅したとされる

２月15日、涅
ね

槃
はん

会
え

が行われました。

　午後４時ごろから始まった法事は、お経が読み上げられ、釈迦の

入滅の様子を描いた涅
ね

槃
はん

図
ず

の絵解きが行われたほか、団子投げが行

われました。

　この団子投げは利根沼田地域ではあまり見られない風習。中村住

職は「新潟出身の先々代が雲昌寺の住職となった際にもたらした風

習で、およそ80年続いている伝統行事」だといいます。

　団子の材料となるのは米の粉。１月の最終日曜日に托
たく

鉢
はつ

によって

２斗（およそ36キロ）の米を集め、粉にして団子を作ります。雲

昌寺では入原・川額両地区の檀
だん

家
か

を１年おきに回り、托鉢で米を集

めています。

　お堂内で行われた団子投げでは、入原・川額両地区の檀家代表か

ら赤・緑・白の三色の色鮮やかな団子が次々に投げ入れられると、

集まった人たちが持ち寄った袋いっぱいに団子を拾っていました。

涅槃図の絵解き

子育保育園の園児たちにも行われた団子投げ 地域の檀家を集めて行われた涅槃会の団子投げ

本物のうすときねに大興奮の園児たち
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割
程
度
を
予
算
の
範
囲
内
で
支
給

■
支
給
方
法　

口
座
振
込（
た
だ

し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

■
申
請
方
法　

保
育
園
を
通
じ
て

申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
村
外

保
育
園
・
幼
稚
園
に
お
子
さ
ん
が

通
っ
て
い
る
方
は
、
保
健
福
祉
課

で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
入
所

期
間
と
納
付
し
た
年
間
保
育
料
が

わ
か
る
も
の
、
②
印
鑑
、
③
口
座

振
込
を
希
望
す
る
金
融
機
関
の
通

帳（
※
た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
除
く
）

■
申
請
期
限　

３
月
31
日（
水
）

固
定
資
産
税
の

 

縦
覧
が
で
き
ま
す

税
務
課　

内
線
19

　

土
地
・
家
屋
に
対
し
て
課
さ
れ

る
「
固
定
資
産
税
」
の
納
税
義
務

者
に
限
り
、
自
己
所
有
の
土
地
・

家
屋
と
他
の
試
算
の
評
価
額
を
縦

覧
帳
簿
に
よ
り
比
較
で
き
ま
す
。

■
期
間　

４
月
１
日（
木
）〜
５
月

31
日（
月
）　

※
土
日
祝
日
は
除
く

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

■
場
所　

役
場
税
務
課

■
対
象
者　

①
村
の
固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）の
納
税
者
、
②
納

税
者
の
同
居
親
族
で
納
税
者
本
人

　

声
か
け
や
あ
い
さ
つ
運
動
を
推

進
し
、
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
な
ど

の
被
害
に
遭
い
に
く
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
推
進
目
標　
「
子
ど
も
た
ち
が

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
の

環
境
づ
く
り
を
進
め
よ
う
」

■
実
施
期
間　

３
月
16
日（
火
）〜

４
月
15
日（
木
）

上
下
水
道
料
金
を

 

一
本
化
し
ま
す

建
設
課　

内
線
38

　

村
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上

と
事
務
の
効
率
化
を
目
的
に
、
簡

易
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
の

平
成
21
年
春
の
青
少
年

健
全
育
成
運
動
を
実
施

教
育
委
員
会
事
務
局　

内
線
54

納
入
方
法
を
一
本
化
し
ま
す
。

１
．
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方　

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
の
合

計
金
額
を
ま
と
め
て
引
き
落
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
．
納
付
書
を
ご
利
用
の
方　

水

道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
の
合
計

金
額
を
金
融
機
関
な
ど
で
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
使
用
料
の
３
月

分
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
別
途
納

入
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
料
金
統
合
後
の
納
入
月　

５
・

７
・
９
・
11
・
１
・
３
月（
年
６
回
・

２
か
月
ご
と
）

■
実
施
日　

平
成
22
年
５
月
分
か

ら
　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
金
の
申
請
は

３
月
31
日（
水
）ま
で
に

保
健
福
祉
課　

内
線
25

■
対
象　

平
成
22
年
３
月
１
日
現

在
、
お
子
さ
ん
が
保
育
園
ま
た
は

幼
稚
園
に
入
所
し
て
お
り
、
入
所

期
間
が
６
か
月
以
上
で
保
育
料
が

発
生
し
て
い
る
方（
※
た
だ
し
、

平
成
22
年
４
月
10
日
ま
で
に
保
育

料
の
未
納
、
滞
納
が
な
い
こ
と
）

■
支
給
の
額　

年
間
保
育
料
の
２

乳がん・子宮がん・甲状腺がん検診を実施します
　子宮がん、乳がん・甲状腺がんの集団検

診を次のとおり実施します。

　がんは早期発見・早期治療が大切です。

健康で安心な生活を送るためにも、ぜひ受

診してください。

■受付時間　午後１時～午後２時

■対象者　①子宮がん：平成３年４年１日

以前に生まれた偶数年齢の人、②乳がん・

甲状腺がん：昭和46年４月１日以前に生ま

れた偶数年齢の人

※対象者以外の人も受診できます。受診を

希望する人は、事前にご連絡ください。

■問い合わせ　保健福祉課　健康係（内線

26）

実施日 場　　所 対象地区

4／16㈮ 大河原住民センター
中野下・上、長者久保、大河原、
追分、赤谷

4／20㈫ 赤 城 原 区 民 館
赤城原第一・第二、
松ノ木平第一・第二

4／22㈭ 貝野瀬構造改善センター
田岸、大堀、滝久保、池原、
生越

4／23㈮ 地域活性化センター
永井下・上、入原上・下、藤井、
宮貝戸、根岸、伏田

4／26㈪ 保 健 セ ン タ ー
吹張、宿、中宿、中内出、常木、
滝寺、南内出、上内出

4／27㈫ 地域活性化センター
鎌沢、森下上・中・下、入沢、
三ツ谷、橡久保北部・南部

4／28㈬ 保 健 セ ン タ ー 他で受けられなかった人
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クイズ
キャッ

チボー
ル

広
報 

文
芸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

襤ぼ

ろ褸
雑
巾
良
く
働
き
て
年
終
わ
る

 

大
河
原　

一
寿

熱あ
つ
か
ん燗
や
あ
と
十
年
は
生
く
と
言
ふ

 

坂
田　

保
男

初
空
に
虎と
ら

の
顔
し
た
凧
た
こ

上
る

 

花
茂　

蚕
声

ひ
と
口
の
果
実
酒
に
酔
ふ
年
忘
れ

 

真
下　

章
子

「
父
ち
ゃ
ん
」
と
か
す
れ
し
二
男

の
呼
ぶ
声
に
黙
し
手
を
上
ぐ
手
術

台
よ
り 

新
木　

武
治

輪
投
げ
に
と
少
し
化
粧
し
て
見
た

け
れ
ど
足
腰
ば
か
り
は
ど
う
に
も

な
ら
ず 

新
木　

た
き

高
校
生
の
子
を
下
宿
さ
せ
く
れ
し

叔
父
の
手
術
に
子
と
並
び
待
つ

 

阿
部　

ト
シ
子

大
雪
に
日
頃
見
ら
れ
ぬ
椋
鳥
が
樋

に
並
び
て
喉
を
潤
す

 

諸
田　

義
幸

病
み
つ
か
れ
弟
は
子
等
に
看
取
ら

れ
て
誕
生
月
に
星
と
な
り
た
り

 

金
井　

松
枝

初
午
の
ま
ゆ
玉
毎
年
く
れ
る
友
思

ひ
を
り
心
に
ぬ
く
も
り
の
せ
て

 

金
井　

粂
子

萎
へ
て
葉
の
落
ち
茎
の
み
の
さ
ぼ

て
ん
に
葉
の
伸
び
き
た
り
猫
の
手

ほ
ど
に 

堤　

あ
さ
江

積
も
り
た
る
落
葉
押
し
上
げ
福
寿

草
冬
枯
れ
の
庭
に
黄
の
色
を
覗
か

す
る 

高
橋　

洋
子

音
も
な
く
真ま

白し
ろ

き
雪
の
燦さ
ん

々さ
ん

と
物

み
な
包
み
降
り
積
り
ゆ
く

 

中
村　

敏
子

氏
神
え
夢
を
持
ち
込
み
お
神
酒
汲く

む

 

小
林　

仁
作

新
年
会
七
十
七
の
笑
い
皺
じ
わ

 

横
坂　

成
庄

初
御
空
お
も
い
切
り
吸
ふ
大
気
か
な

 

金
井　

粂
子

初
髪
と
い
ふ
薄
き
髪
束
ね
け
り

 

須
藤　

澄
子

俳

句

短

歌

△

２月号のクイズの答えは、「91人」でした。
応募総数は６通。当選者は次のとおりです
(敬称略)。おめでとうございます。

★金　井　百　花（８歳）橡久保南部
★星　野　ふ　く（83歳）森　下　中

■もんだい
　今年で16回目を迎える冬の祭典が２　今年で16回目を迎える冬の祭典が２

月13日開催され、真冬の夜空に大きな月13日開催され、真冬の夜空に大きな

花火が打ち上げられました。花火が打ち上げられました。

　それでは問題です。「昭和村に花火　それでは問題です。「昭和村に花火

を上げる会」が毎年行っているこの真を上げる会」が毎年行っているこの真

冬のイベント。名称は「○○○○○冬のイベント。名称は「○○○○○

フェスティバル」でしょうか？フェスティバル」でしょうか？

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝　４月１日(木)。

▲

発表＝「広報しょうわ」
４月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
と
き

の
具
体
的
対
応
法
シ
リ
ー
ズ 

⑤

家
に
帰
り
た
が
る
と
き
の
対
応

　

認
知
症
の
方
の
な
か
に
は
、

自
宅
に
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

夕
方
ご
ろ
決
ま
っ
て
「
家
に
帰

り
ま
す
」
と
い
い
帰
り
支
度
を

し
て
出
て
行
こ
う
と
す
る
人
が

い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
「
自
分
の
家
」

と
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
家
や
若

い
こ
ろ
住
ん
で
い
た
家
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の

気
持
ち
を
思
い
や
り
、
否
定
や

説
得
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

（
こ
れ
が「
徘は

い
か
い徊
」の
原
因
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

① 

「
そ
う
で
す
か
」
と
言
い
取

り
あ
え
ず
受
け
止
め
る
。　

② 

「
夕
ご
飯
を
食
べ
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
」「
も
う
一
晩
泊
ま
っ

て
く
だ
さ
い
」な
ど
と
言
っ

て
、思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
。

③ 

「
送
っ
て
行
く
」
と
言
っ
て

一
緒
に
外
へ
出
か
け
、
近
所

を
散
歩
や
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ

と
で
、
別
の
こ
と
に
気
を
向

か
せ
る
。

か
ら
委
任
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人
、
③
納
税
者
の
代
理
人
と
し
て

委
任
状
を
提
示
し
た
人

■
用
意
す
る
も
の　

①
納
税
通
知

書
ま
た
は
課
税
明
細
な
ど
の
関
係

書
類
、
②
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
免
許
証
等
）、
③
代
理
人
の
場

合
は
納
税
者
の
委
任
状

■
そ
の
他　

自
己
資
産
の
評
価
額

等
の
確
認
は
、
閲
覧
と
し
て
こ
れ

ま
で
ど
お
り
行
え
ま
す
。
な
お
、

借
地
借
家
人
は
、
借
り
て
い
る
資

産
の
評
価
額
等
を
確
認
で
き
ま
す
。

訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
し
ょ
う
わ
２
月
号
ス

ポ
ー
ツ
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス（
16
ペ
ー

ジ
）
掲
載
の
「
決
ま
る
か
一

本
!!
」
の
な
か
で
、
低
学
年
男

子
の
部
準
優
勝
者
氏
名
が
「
小

野
和
浩
」く
ん
と
あ
り
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
熊
谷
和
浩
」
く
ん

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

家
に
帰
り
た
い
と
訴
え
た
場
合

対
応
法
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広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

　沼田警察署管内では、温泉施設での貴重品盗難事

件が連続で発生しています。被害に遭わないために、

温泉施設利用の際は、次の点に注意してください。

◆被害防止のポイント◆

①　貴重品を車内に置かない、ドアはロックする

② 　脱衣場では、貴重品ロッカーや鍵のかけられる

ロッカーの使用に努める

③ 　脱衣かごの中に財布や腕時計などの貴重品を置

かない

　群馬県警察本部では、不審者情報などの防犯情報

や交通安全情報などを「上州くん安心安全メール」

で配信しています。ぜひご登録ください。

 登録方法 　①パソコンからは…http://www.police.

pref.gunma.jp/（県警ホームページ）、②携帯電話な

どからは…http://www.police.pref.gunma.jp/k（県

警モバイルサイト）にアクセスし、登録ページから

メールアドレスなどを入力して、登録手続きを行う

ことができます。

◎脱衣場荒らしに注意!!◎ ◎「上州くん安心安全メール」登録者募集中◎

福
祉
大
会
は
敬
老
会
と

 

合
同
開
催
し
ま
す

◆
昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

今
年
度
の
「
福
祉
大
会
」
は
、

平
成
22
年
５
月
下
旬
に
開
催
予
定

の
「
第
37
回
敬
老
会
」
と
合
わ
せ

て
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
３
月
に
は
開
催
い

た
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
「
第
37
回

昭
和
村
敬
老
会
」
の
開
催
日
程
な

ど
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
別

途
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

昭
和
村
社
会
福

祉
協
議
会　

☎
０
２
７
８

－

２
２

－

１
１
２
６

山
火
事
防
止
運
動
に

 

ご
協
力
を

◆
利
根
環
境
森
林
事
務
所

　

県
で
は
、
山
火
事
予
防
運
動
を

▼
お
知
ら
せ

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、

山
火
事
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
大
切
な
森
林

資
源
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り

の
注
意
で
火
災
の
発
生
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
心
が
け
、
山
火
事

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

① 

枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場

所
で
は
た
き
火
を
し
な
い
。

② 

た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
完
全
に
火

を
消
し
、投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

③
火
遊
び
は
し
な
い
。さ
せ
な
い
。

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
を
募
集

◆
横
浜
市
少
年
自
然
の
家
赤
城
林
間
学
園

▼
募
集
職
種　

ア
ル
バ
イ
ト

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
勤
務
内
容　

学
園
の
管
理
・
運

営
全
般
に
わ
た
る
業
務

▼
採
用
期
間　

５
月
〜
10
月（
月

16
日
勤
務
）

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜

午
後
５
時
15
分（
※
休
憩
・
休
息

時
間
あ
り
、
変
則
勤
務
あ
り
）

▼
賃
金　

日
給
５
、
７
７
５
円　

（
※
別
途
通
勤
手
当
を
支
給
）

▼
応
募
期
限　

４
月
15
日（
木
）

▼
応
募
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
写
真
を
添
付
し
提
出

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

横

浜
市
少
年
自
然
の
家
赤
城
林
間
学

園　

〒
３
７
９

－

１
２
０
３　

群

馬
県
利
根
郡
昭
和
村
糸
井
７
１
３

５　

☎
０
２
７
８

－

２
４

－

７
０

１
１平

成
22
年
度
自
衛
官
等

採
用
試
験
を
実
施

◆
自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

 

幹
部
候
補
生 

▼
受
験
資
格　

22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
人

▼
募
集
期
限　

５
月
10
日
（
月
）

▼
試
験
日　

５
月
15
日
（
土
）

▼
場
所　

勢
多
会
館

 

一
般
曹
候
補
生 

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人

▼
募
集
期
限　

５
月
10
日
（
月
）

▼
試
験
日　

５
月
22
日
（
土
）

▼
場
所　

勢
多
会
館

 
予
備
自
衛
官
補 

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
人

▼
募
集
期
間　

４
月
９
日
（
金
）

▼
試
験
日　

４
月
18
日
（
日
）

▼
場
所　

相
馬
原
駐
屯
地

▼
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
沼
田
地

域
事
務
所　

☎
０
２
７
８

－

２
３

－

４
１
１
１

国
税
専
門
官
を
募
集

◆
沼
田
税
務
署

▼
受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２

▼
募　

集
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平
成
21
年
度
の
保
険
料
は

４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
21
年
度
分
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
22
年
２
月
分
の
保
険
料
の

納
付
期
限
は
平
成
22
年
３
月
31
日
、

ま
た
平
成
22
年
３
月
分
の
保
険
料

の
納
付
期
限
は
平
成
22
年
４
月
30

日
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の

ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
る
ば
か
り
か
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
４
月

中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
４
月
分
か
ら
平
成
23

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
１
５
，１
０
０
円
で
す
。

　

平
成
22
年
度
分
の
国
民
年
金
保

険
料
納
付
書
は
、
４
月
初
め
に

「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」

と
一
緒
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
「
前
納
」
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内

書
」
に
付
い
て
い
る
「
前
納
納
付

書
」
を
使
用
し
て
、
納
付
書
の
使

用
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
９

－

２
２

－

１
６
０
７

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：４月７日（水）、午後１
時30分～４時、◆会場：役場会
議室

健康相談
　高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：３
月31日（水）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター☎２４－
５１１１

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち
着かない」など、心に悩みを持つ
人はご相談ください。専門家が相
談に応じます。◆日時：４月２日
（金）、午後１時30分～（事前に
電話予約を）、◆会場：沼田保健
福祉事務所☎２３－２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時、◆相談専用電話：
☎０２７－２３１－４４８８

そうだんがいど

今・月・の・納・期
　国民健康保険税10期、水道料４期、

下水道使用料６期、保育料３月分、

学校給食費３月分は、３月31日（水）

が納期です。完納にご協力ください。

わが村の人口

人　口 7,741人 (－ ８)
　男 3,823人 (－ ７)
　女 3,918人 (－ １)
世帯数 2,291世帯 (－ ２)

※（　）内は前月比
３月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

窓
口
窓
口で

す
２
月
届
出
分

追　

分

戸と

丸ま
る　

凛り

歩ほ

ち
ゃ
ん

和　

宏

た
え
子

さ
ん
の
子
１
月
28
日
生

赤
城
原

第　

二

鈴す
ず

木き　

仁じ
ん

く
ん

繁　

行

美　

穂

さ
ん
の
子
２
月
４
日
生

常　

木

加か

藤と
う　

愛あ

音の
ん

ち
ゃ
ん

大　

輔

友　

美

さ
ん
の
子
２
月
９
日
生

根　

岸

鶴つ
る

淵ぶ
ち　

遼
り
ょ
う
く
ん

博　

幸

亜
衣
子

さ
ん
の
子
２
月
10
日
生

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

赤
城
原

第　

二

綿
貫　

淳
一
さ
ん

71
歳　

２
月
12
日
没

中
野
上

吉
澤　

松
衛
さ
ん

81
歳　

２
月
19
日
没

大
河
原

土
澤　

清
次
さ
ん

84
歳　

２
月
26
日
没

日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
者
、
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者
。

① 
大
卒
者
お
よ
び
平
成
23
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
者

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

じ
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
試
験
日　

第
１
次
試
験　

６
月

13
日（
日
）　

※
第
２
次
試
験
は
第

１
次
試
験
合
格
通
知
で
指
定
す
る

日
時
お
よ
び
場
所

▼
試
験
会
場　

高
崎
市
ほ
か

▼
試
験
内
容　

大
学
卒
業
程
度

▼
採
用
予
定
人
数　

全
国
で
お
よ

そ
８
５
０
人

▼
申
込
期
間　

４
月
１
日（
木
）〜

14
日（
水
）※
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

沼

田
税
務
署
総
務
課　

☎
０
２
７
８

－

２
２

－

２
１
３
１

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

平
成
22
年
度
国
民
年
金

 

保
険
料
の
お
知
ら
せ
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